

























































A study on the application of ICT in Physical Education:















































































































































































































































































できる 8 5 13
できない 0 2 2
女子
できる 7 2 9
できない 2 9 11
計 18 17 35
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　今回の授業では、まず課題の技をする前に、教師の
示範を学生たちは見た。そして実際にや
・
っ
・
て
・
み
・
た
・
ので
ある。そして自分の動画を見る前に、技がで
・
き
・
な
・
か
・
っ
・
た
・
ものは教師や友達から助言を受けている。この点に
ついて、『動画を見た方が、手本やことばで指摘され
ても、わからなかったことがよくわかった』という。
自己の体性感覚（主に筋肉運動感覚）で感覚したイメー
ジを、教師や友だちが視覚で観察したイメージをこと
ばに置き換えたアドバイスによって、修正することは
難しかったのである。しかし、iPad3を使用すること
で、他者観察として自分の動きを視覚から分析できる
のでわかりやすいと感じたのであろう。また、iPad3
の活用で『自らが鉄棒に向かっている時とは違った視
点から自己分析できる。必死で鉄棒をしている時と
違って、冷静に自分ができていないところを観察でき
る』という感想があった。
　また、同じ動画を繰り返し見ることや見本やできる
人の動画も繰り返して見ることができること、さらに
スロー再生できることから、『手本となる人と動画で
比べて見れ、スローにしたり、止めたり、分析できる
のでわかりやすい』『成功した人のやり方をしっかり
意識して見ることで自分に生かせることも発見でき、
失敗例も同時に見ることで観察する力が育ってくると
思う』と、できる人との比較だけでなく、できない人
同士の共通点や異なる点を観察できることの重要性に
も気づいていた。
運動イメージの形成（モデリング）
　前述のように、まず運動イメージを形成するために
教師が示範をした。一瞬で経過する示範を観察して、
一連の運動イメージは形成されるかもしれない。しか
し、その技ができるために必要な体の使い方や頭の位
置、肩の位置、踏み切り位置等々たくさんの情報に基
づいた運動イメージの形成は困難である。また、一瞬
のうちに、実際に展開される目の前の動きと約10イン
チの画像の中の自分の動きや友だちの動きを比較する
より、同じ10インチの画像の中の見本の動きと比較す
る方が運動イメージが形成されやすいのであろう。こ
の点から考えると、水島（2012）の「器械運動アプリ」
の思考・判断そして運動技能の向上発展を促進すると
考えられると分析した。学生たちは実際の経験から、
①観察力の育成、②モデリングによる運動イメージの
形成、③教え合いやコミュニケーションの点において
授業へのiPad3活用の効果について考えていた。
観察力の育成
　感想の最も多い内容はiPad3の動画を見ると「思っ
ていたイメージと違う」ことである（以下、実際の感
想は『』で表す）。
　技が「できる」「できない」にかかわらず─『iPad3
で自分の動きを見ることで自分の頭の中のイメージと
実際の動きの違いに気づける』『iPad3を使うことで
自分はできているつもりが実際はできていないことに
気づく』『自分が回っている姿を見て、イメージして
いた自分との違いを確認できた』─というのである。
観察力には自己観察と他者観察がある。自分の実施の
動画を見ずに、イメージすることは自己観察であり、
自分自身の体性感覚（主として筋肉運動感覚）を使用
して運動イメージを形成する。これに対し、自分の実
施の動画を見ることは視覚を通して客観視する点から
他者観察となるのである。
やってみる
iPad3で撮影
観察力の育成
運動イメージの形成
（モデリング）
教え合い・コミュニケーション
動画を見る 考える
できることとわかること
 図１　iPad3の活用の経験から教師志望の学生の
感想から導かれた子どもの学習活動
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今回のiPad3の活用は有効であったと考えられる。学
生たちはiPad3のように場所を選ばず、簡単に撮影で
き、みんなで画面を共有して見ることができるICT機
器の活用は必要であると考えた。そして、教師として、
体育は単に技能のできる、できないを追究する教科で
なく、「なぜできないか」「どうすればできるか」など
技能の差を超えて、動画を見ながら、意見を出し合い、
わかることは何かを追求する必要性があることに気付
いたようであった。
　現在、総務省のフューチャースクール推進事業の実
証校では１人１台の情報端末（タブレット型PC）が
整備されている（小松崎，2012）。しかし、体育科と
しては数人に１台を使用することで、運動を子ども同
士が分析し、考え、コミュニケーション活動が盛んに
なる授業の展開が可能であると考えられた。
４　おわりに
　本研究は「ICTを効果的に活用し、わかりやすく深
まる授業の実現」を目指すためには教師を志望する学
生たちにICT活用の授業実践を行った。
　授業実践では文部科学省では将来的に１人１台の
授業での利用を目指しているタブレット型PCとして
iPad Retina を使用した。４～５人で１台を使用し鉄
棒運動の授業を行った。
　結果として、学生たちは体育の学習はただ繰り返し
練習し、「できる」ことだけで評価するのでなくiPad 
Retinaの活用から、｢何故できないか｣、｢どこに動き
の違いがあるか」などグループで話し合い、分析し、
考え、動きがわかることを課題とした活動が展開でき
ると気づいた。その場合、iPad Retinaの10インチの
画面により、仲間と画像が共有できる、またアプリの
使用で動画をスロー再生や静止画で見ることができ
る、場所を選ばないことが活用を効果的にすると考え
られた。
　今後は、ボールゲームへのICT活用についても、認
知的トレーニングの視点も含め、検討したい。
などのコンテンツ使用も効果的かもしれない。iPad3
ならば、『撮った映像を、スロー再生すれば、目線、肘、
踏切位置、振り上げ足等々すべての動作をじっくり観
察できる』という。また、動画を見ながら、スローや
静止を用い、必要箇所について細かくアドバイスする
こと（されること）でより、よりよい運動イメージを
形成され課題が明確になると考えている学生がいた。
教え合いとコミュニケーション
　子どもたちがよりよい運動イメージを形成し、自分
だけでなく、友だちの動きを観察し、比較、分析して
いく授業が想像された。その場合、重要な要素はど
こでも、いつでも見れるiPad3の約10インチの画面で
あったようだ。『画面が大きいため、グループのみん
なで見ることできる』『撮った画像を様々な人に見て
もらいアドバイスを受けることができる』という感想
が多く、さらに『踏切の位置、鉄棒と体の距離、肘の
角度、目線など逆上がりには観察すべき箇所が多くあ
る。私はそれを的確に見ることができなかった。しか
しiPad3を使用することでスロー再生が可能であり、
画面も大きくみんなで共有し、指摘したり、みんなで
教え合うことができた』という感想があった。また、『個
人競技である鉄棒運動がiPad3を使うことでグループ
でコミュニケーションがとれる授業となる』ことや
『iPad3でグループ全員の逆上がりの様子を撮影し、
それをもとにできる人とできない人を比べてみたとこ
ろ、グループ全体の発言が急に増え、次々に意見が出
るようになった』『私はできないけれど、グループの
人と一緒に画面を見て分析し、できる人は○○で、で
きない人は○○になっているなど意見を言い合うこと
で、考えるようになり、逆上がりの細かい部分がわか
るようになった』という。そして、できる人とできな
い人が一緒に画像を見ることを通して、『自分がお手
本を示すことができなくても、鉄棒運動の指導はでき
る』『病気などで実践ができなくても、子どもは何が
できていないかわかることができる』という教材観を
持った学生がいた。
　以上のことから、現在、体育で求められている「思
考・判断」「コミュニケーション」の視点から考えると、
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